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《随 想》

趣味の 功徳

平 山 武 章

働き過ぎ日本が、 今ほど見直されたことはない。 いよいよ週休二日制も実現しそうだし

就労時間の短縮もそうである。

ところが、 余暇が増えて喜ぶのは婦人の方で、 男の方は時間を持て余す傾向だというか

ら面白い。

男の余暇利用がごろ寝というアンケート調査の結果の示すところは、 男は何々戦士とい

われる、 勇ましくも佗びしい存在なのであろうか。 葉隠れをもじって 「男とは眠ることと

見つけたり」では少し曲がなさ過ぎそう。

だが、 ゆとりを持てと言われても戸惑いそうだ。 ‘‘ゆとり ’'を広辞苑で見ると《余裕が

あること。 窮屈でないこと。 くつろぎ》と解釈してある。

この余裕があるを、 片目で金銭面だけ見ても金余り時代の日本とは言え、 余裕綽々の家

計簿の家庭がそう沢山あるわけではない。

子供を生み、 独り立ちさせるまでは、 今では20年という年数が要り、 莫大な経費を伴な

う。 この親離れ子離れの難しい御時世では、 子供も生むに生めない。 そして人手不足は限

度をこえているときく。

これでは特に男子社会がぎくしゃくするのも当然だし、 ストレスの解消など論外といえ

る。 こうした社会に、 ゆとりと言わぬまでも、 うるおいを醸す婦人の働きは重要だ。

ところで、 後白河帝の撰の 「梁塵秘抄」に

“遊びせんとや生まれけん、 たはむれせんとや生まれけん

遊ぶ子供の声聞けば、 我が身さへこそゆるがれる。 ”

の歌詞がある。

子供は遊びによって身心ともに健やかに育つことは、 誰もが知り尽くしていながら、 喉

もと過ぎて忘れてしまっているのがこの遊び心である。

私たちは遊戯の中で社会性を悟り、 おのずから隣人愛を培った。 今の精神医学では、 遊

戯療法さえ重視されている程である。

遊び、 それは一見ささやかに見えても、 女の力が、 地方の文化活動を支えていると考え

る。 ここで言う文化は、 片眼ではあるが、 芸術、 芸能の粋内でということにして。

西之表市文化協会が発足20周年を迎えた。 何といっても素晴らしいことであり、 めでた

さを実感する次第。 そしてこれを支え、 実質的な活動の母胎は、 文字どおり婦人であった。

柳田国男の 「妹の力」を敷術すれば、 昔の女は歌も踊りも状し目で人前に立った。
労働歌の場合でも。

しかし今の婦人は、 目を見開いて前を見て歌う、 踊る。
茶を点て、 花を生け、 物を造り、 詩歌を作り、 そして腕を揮う。
趣味がその人その人に、 洒落と時をもたらしてくれる。 これがほんとうのゆとりであろ

うし、 それが本業になれば、 それはそれで三味悟道の境地。
あるいは遊び半分といえば、 性根がはいってないと、 うとまれそうだが、 これまた、 効

果あらたかなゆとりである。
趣味を同じくする集いは楽しい。 そして洒落っ気がその趣味を高める。
趣味に誇りを持つ人の目は廂く。
会員のみなさん、 遊び心をひろめ、 集いの輪を強め拡げよう。
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《随 想》

提 言

西 金 男

以前「またテアトロか！」と、軽視した口調で話かけてくれた友人が、十数年たって帰
郷してみると、「テアトロが待っているな！」と、好意に満ちた表情で語りかけてくれた。
ようやく演劇を理解してくれたよう…、演劇への意欲が熱える今日このごろです。

その劇団「熊毛テアトロ」が順調な歩みを続け、昭和54年県芸術文化奨励賞を受賞して
さらに磨きをかけようかというとき、後ろ髪を引かれる思いで故郷を出たのが同年八月。

勤務先の西日本新聞社の転勤命令を受けて、残暑厳しい中、西之表港の船上の人となった。
「これから、初めての土地、未知の世界が待ち受けている」と思うと、それまで二十余年

の種子島生活、とくに文化活動、演劇活動が大型台風のように頭のなかを駆け巡った。

テアトロの創生期、昭和30年代、当時市民会館がなかったためテアトロは、今の西町公
民館の前身、西町劇場をホームグラウンドにして、市民文化祭などと銘打って、数々の演
劇を上演した。 その西町劇場はすでに姿を消しているが、地方の町ではほとんど見られな

い芝居小屋で、貴重な文化財であった。
規模こそ大きいが、熊本県山鹿市に国の文化財として保存され、著名な歌舞伎俳優らに

活用され、観光に大きく貢献している「八千代座」を思うと、西町劇場をなんとか残せな

かったものかと残念でならない。

ところで、文化は限りなく幅広く、生活のすべてといっても過言ではない。

豊かな心を養い、美しさや感動を呼び、やる気を起こさせる。 ややもすれば、文化は産

業と違って生産性がなく金にならないとして、二の次に置かれがちだが決してそうではな

い、むしろ逆。 産業を推進する人間の心を作りだす原動力であろう。

隣の熊本県では、かって新聞記者出身の細川護煕前知事（二期で平成2年勇退）が、文

化の振興を県政の最重点政策として取り上げた。

まず、県立劇場館長に元NHKアナウンサ ー の鈴木健二氏を迎えた。 鈴木氏は、各地の

要望による講演の報酬を文化振興基金として積み立て、県内の新旧芸能を県立劇場に招い

て上演させ、地域芸能の掘り起こしに尽くした。

私の勤務先であった天草の文化も招かれて、 ミュ ー ジカル 「天草物語」を上演、私も縁

あって出演した。

また、細川知事は、4 年前から会場を各地域持ち回りで県民文化祭を開催。 今年は4回

目で、昨年の天草に続いて阿蘇で開く計画で、県は活気に満ちている。

私は新聞記者として、鹿児島県出水、熊本県天草を渡り歩き、定年を迎えて帰郷したが、

この間貴重な文化に巡り合った。

出水では三月、夫の鶴が北のシベリアヘ帰るため、仲間の鶴といっしょに出水の休遊地

を飛び立ったものの、ケガのため地上にただ 一羽残った妻の鶴を見て地上に降り、妻の鶴
とただ二羽、北帰行をやめて残るという美しい鶴の夫婦愛や、薩摩藩の北の守りに当たっ
た武家の屋敷、島原天草の乱、隠れキリシタンなど歴史や風光明美な自然を中心とした観
光など、いろんな文化に接し、貴重な勉強をした。

故郷種子島は、前地に劣らない歴史文化に、なによりも汚されていない自然文化に恵ま
れ、夢が広がる。

幸い、西之表市では多くの文化団体が活躍中。 市民文化祭のほかに地方文化祭や地方音
楽祭など、他市町にはあまりみられない活躍を見せている。

特に注目したいのは、下西小の演劇観賞。 数年前から毎年秋「熊毛テアトロ」の演劇を
全校児童が観賞していること。

天草でも天草西高校が毎年秋、演劇発表会を開いて、全学年全クラスが演劇を上演する
ユニ ー クな演劇活動を続け、小規模ながら豊かで活気ある校風づくりに努めている。

今年は、西之表市文化協会創立20周年のよい節目の年、これを機会に一段の飛躍を祈り
たいもの。 同協会会員は、アマチュアといっても芸はプロ並みである。

最後に、私がいつも念頭にあることを述べたい。

“良い舞台、良い作品をつくれば客は喜び、次に期待する。
逆に手を抜くと客は見に来なくなること。”

：応員
\ \\\\ 

／
＼ 
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編 集 後 記

昨年から「 20 周年準備委員会」を設置し、「記念事業」について話し合ってきまし

たが、 そ の 一つに「記念誌」を発行しようということになりました。

「記念誌」を発行するとなれば、 編集委員が必要になるとのことで、 結局企画員が

担当することになりました。 この企画員の 面々、 本など発行した経験もなく、 せいぜ

い小学校時代の 学級新聞くらいがい いとこ ろで、 まったくの 手探り状態でした。

今年、 平成3年になってから「準備委員会」が 「実行委員会」に変更され、 実際に

動きはじめることになりましたが、 初めの うちは何から手をつけたらいいの か見当が

つかず、 ただ会の 回数が増えるだけでした。
しかし、 あい さつの 原稿や、 各団体の 原稿が提出されると、 なんとか本にしないと

いけないと思い 、 原稿の 編集や修

正

に毎夜の ように集まり会議を重ね、 やっと発行す

るはこびとなりました。
「記念誌」 の中で「特別座談会」が掲載されていますが、 この 編集に1ヶ月を費や

しました。 というの も、 「座談会」の模様を録音し、 そ の テ ー プから各人の 言葉を聞

き取り、 文

章

にしたあと、 編集を数回重ねたの です。

ー通りの 編集がすんでから改めて見直すと、 これも入れたほうが良かったとか、 あ

れはどうかな！と思うことしきりですが、 何分初めての 「記念誌」発行ということで、

不行届きもあることと思います。 何とぞご寛怒の ほどをお願い致します。

編集委員 一 同

西之表市文化協会
「創立 20 周年記念誌」 編集委員 正治

章

和
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西之表市文化協会

創立 2 0 周年記念誌

平成 3年 1 0月 1 9日 発 行
発 行者 中 島 貞 美
発 行所 西 之 表 市 文 化 協 会

〒 891-31 西 之 表 市 西町 7080番 地
事務局

羽

生

和

正

方
TEL (09972) 2-1 338 

印刷所 （有）も っぷる舎印刷
〒 891-31 西之表市西之表 7764番地

TEL (09972) 3-1 689 

西之表市文化協会「創立 20 周年」 を記念し、 各種事業計画を実施するにあたり、 各商
店街の 皆様、 並びに一般の方々の 広告・協賛をいただきました。

ご協力誠にありがとうございました。 ここに、 厚く御礼申し

上

げます。

西之表市文化協会「創立 20 周年」記念 広告 ・ 協賛者一覧

（順不同）
広告 ・ 協賛者名 住 所 電 話

赤尾木ゼミナ ール 西之表市 中目 2-4388

吾 妻 寿 司 東町 2-0339

綾木流「芙草之会」 美浜町 3-0959

有 馬 石 油 西町 2-0121

伊 藤 自 動 車 西之表 14408 2-0222

一正堂有限会社 東町 1 2-0251

一 条 印 刷 西之表7460 2-1405
エスパー電機 天神町 5-11 2-1229

凰扇流「希風会」 鴨女町 82 2-0134

おかだ菓子店 東町 2-0228

表千家棺城会 西之表7169 2-1494

き た る 葬 祭 西町3 2 3-1246

ギ ン ザ 薬 局 西町 2-0140

岳心流詩吟学院種子島支部 下西 池野 3-2589

岳心流詩吟学院西之表教室 下西 池野 3-2589

国 上 屋 西町 2-1246

古 賀 商 店 西町 2-1414

株式会社 古 賀 商 会 西町 41 2-1335

古 賀 写 真 館 東町 2-0855
こ と ぶ き や 西町7080 2-1338

小料理 鈴 鹿 西町 3-2020

酒 井 菓 子 店 西町 2-0167

酒 井 弥 商 店 田屋敷 2-1616

逆 瀬 川 書 店 東町 119 2-1537

三栄石油商会 天神町 2-1251

サ ン シ ー ド 天神町3-12 3-4111
SunPicco 東町 1 3-0003

しおざき釣具 松畠 3-0306

シティホテル あ ら き 西町78 2-1555

書道研究「一翠会」 西之表7640-20 3-0120

書道研究「中容城同好会」 池野（遠藤秀子） 3-1309

新 生 社 印 刷 西之表 165 16 2-0476

新 星 薬 局 東町 2-1261
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広告 ・ 協賛者名 住 所 電 話
スー パー わ か さ 西之表市 美浜町 6592 2-0357
スナック ル フ ラ ン 西町 3-0212
瀬 口 陶 房 住吉 形之山 3-8130
ソエニタ電気 野首 3-2906
大洋管財株式会社 西之表 75 15-3 3-3618
ヘア ー サロン 田 添 東町 2-0191
た つ み や 東町 2-0863
ダ イ オ 電 器 下西 上石寺 2-1174
東 牙

＇

し 堂 西町 2-2774
直 寿 司 下西 川迎 3-3711
ナカノ飯金塗装 下西 上石寺 2-0321
中 村 商 店 西町 2-1258
長 唄「杵佳会」 西之表7 686-6 3 2-0267
南国土産品ヒゲさんの店 西町 3-2428
西村めがね店 東町5 2 3-2655
野 口 産 業 鴨女町 2-1577
はしもと美容室 納曽 2-0361
原田シロアリ 鴨女町 2 -1 1 91
久 松 タ イ ヤ ；州之崎 3-0576
ひまわり美容室 西町 3-0797
日 高 木 工 所 松畠 桜ケ丘 6 443-7 2-1300
ヒロハマ菓子店 鴨女町 201-1 2-0419
ファッションプラザ スエコ 鴨女町78 2-1586
ファミリ ーショップ サムズ 西町5 3-4649
フラワーショップ 花 房 西町 7082 3-1187
Fujiカメラ・ドリ ーム 天神町 3-1116
福井クリ ーニング 西町 2-0669
藤間流「亜希藤会」 西之表 7686-6 3 2-0267
平和モ ータ ー ス 西之表 1 4415-1 1 2 -1 1 71
ホワイトハウス 西町 41 2-1353
ポーラ化粧品種子島営業所 西之表 102 33 2-0687
ま る こ う 東町 1 43 2-0445
丸尾自動車部品株式会社 東町 2-0713
丸 山 水 産 西町 44 2 -1 281
三喜流「藤美会」 下西 塗泊 3-0372
明 巧 堂 西町 2-1192
理容 と う よ う 東町7050 2-1664
ロマン美容室 •西町 2-0062
和 田 書 店 東町 2-1325

広告 ・ 協賛者名
阿世知 キ ワ

上 妻 静 子
土屋智 裕

鶴 田 武 雄
羽 生 自月子
日 高 食 堂
平 瀬 久 子

住
西之表市 西之表 71 69

所

西之表 72 32
中目 本源寺
西之表8973-20
東町 106
西町

電 話
2 -1 494 
3-4691
2-0569
2-1272
2-1023
2-0213

学習塾英
・数…中学1

英算•国・・小学

赤尾木ゼミナ ール

西之表市中目（本源寺裏
TEL 2-4388 

綾木流「芙草之会」種子

西之表市美浜町
代表 原 田

③9 

綾木流芙草之舞踊教
鹿児島市田上町3631-58 0992 
種子島教室 西之表市松畠（榎本方） 009
屋久島教室上屋久町楠川1045 • 099 

有 馬 石 油

·2·3年生
5·6年生

島支器

59 

室

⑲3055
72③1390 
74②1138 

モ ー ビル石油（株欣t理店
住友海上火災保険（株代t理
石油類・プロパン ・器具

西之表市西町 ft 2-01 

管
店
配

店

21 

ノ

寿司と定食の店

西之表市東町
TEL 2-0339 

ヽ

吾 妻 寿 し

• 
ヽ

乗り物の総合商社

自動車 ・ 単車 ・ 自転車の販売整備
福岡陸運局長指定 ・ 民間車検工場

有限会社 イ 卜 ウ

〒891-31

本社：四輪
西之表市西之表14408
TEL 09972 2 -0222 
FAX 09972 2 -0226 

鴨女展示センター
西之表市鴨女町93
TEL 09972 2 -081 3 

西町二輪店
西之表市西町7086
TEL 09972 2 -1 51 1 
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